


昭和52年度より行われた本研究班は,本年度を以て第3年目を迎え,一応のまとめを行うこ

とになった。そこでまず第 1に病理形態学的に,川崎病とはどのような形態をもったものを

いうのかという点について,川崎,草川が臨床面から加わって,浜島を中心として大根田,直

江,江頭らが討論に加わり,別紙のようなものをまとめた。次に臨床面においては,治療,管

理の基準を作成したいと考えたが,原因がまだ究明されないことから,根本的な治療の基準

は作成することができず,別紙のような治療,管理に関する提案という形で作成した。管理

についても超音波断層エコー図と冠動脈造影が中心となるが,本邦の施設でこれを完全に

実施することは困難で,やや理想的な管理方法の提案になり,一般臨床医,学童保健等にも

関連して,今後より一層普遍的な管理基準の設定が望まれる。以上の二つをまず最初にあげ,

次いで各班員の各個の研究成績を掲げて報告書とする｡ 


